






























































　Rose, oh reiner Widerspruch, Lust, 
　Niemandes Schlaf zu sein unter soviel Lidern.
　
　逐語的に訳をつければ、「Rose（薔薇）、reiner Widersprch（純粋な矛盾）、Lust（歓
び）、niemandes Schlaf zu sein（誰の眠りでもない）、unter soviel Lidern（とて
もたくさんの瞼の下で）」となる。大山の『墓碑銘』の翻訳を問題にした板倉の
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翻訳と東大教授であり、詩人でもあった生野幸吉の翻訳を以下に掲げる。
　（板倉鞆音）
　 　薔薇よ　ああ純粋な矛盾　かくも多くの瞼の下で　誰のものでもない眠りで
ある歓び　
　（生野幸吉）
　 　ばらよ、おお、きよらかな矛盾よ、あまたの瞼のしたで、だれの眠りでもな
いというよろこびよ。
　両者とも原詩に対応して簡潔であり、吉川が言う「原文のもつだけの観念を、
より多からずより少なからず」、「広く原語が帯びるだけのものを」伝えようとし
ている。しかしリルケが『墓碑銘』に託した詩想は伝わるのであろうか。
　　
　大山は『墓碑銘』を、どのように再生（創作）したのであろうか。『文学ノー
ト』（1970 年発行）に「リルケの薔薇」という論文が収められている。『墓碑銘』
は以下のように翻訳されている。
　　
　　おお薔薇　純粋なかなしい矛盾のはなよ
　　はなびらとはなびらは　幾重にもかさなって目蓋のように
　　もはや誰のねむりでもない寂しいゆめを
　　ひしとつつんでいるうつくしさ
　原文に照らし合わせると、この翻訳はもはや原形をとどめず、原語にはない言
葉が次々に紡ぎだされている。修飾的な言葉が重なり、説明過多になった翻訳に
よる別物がつくられていると批判されるだろうか。「創作するという態度」の下
でなされる翻訳は、「素材本来の形に変貌を加えていても、許容されるべき」と
吉川は書いたが、この翻訳は許容範囲を超えていると判断されるであろうか。
　いや、私は原文に照らし合わせてみればみるほど、これが繊細にして、あまり
に大胆な創作であることに感動を覚える。大山は「原文にはないのや」と言った
が、原文の逐語的な読み手には「ない」のであって、大山が原文から日本語とし
て汲みだすときは「ある」のである。ここで大山が好んで引用するゲーテの詩句
を思い出した。
　　清らかな詩人の手が掬べば　みずは水晶の玉になる
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　和歌山大学の教養教育は、「人間になるための教育」を標榜している。自分の
浅学菲才を顧みずに言えば、私の教養教育はかくありたいと考えるのである。
